
 

街のあちらこちらからキンモクセイの甘酸っぱい香りが漂ってきます。

今年は、猛暑の影響なのか開花もかなり遅れていました。 

普段は、気づかないキンモクセイも香りやオレンジ色の花を見つけては

こんなところにあったんだと改めてて認識することも秋の訪れの風物詩

となっています。 

そんな中、１０月 30 日に行われた松戸市小中学校合同音楽会の壮行会

で全校児童に演奏を披露しました。 

じっと耳を傾ける多くの子ども達に交ざって身体を曲に合わせて動かし、指揮のまねをし始める

低学年の子ども達。その楽しそうな表情にブラスバンド部の練習の成果がよく現れていたと思いま

す。 

練習の成果とよく使いますが、一言では片付けられない努力がその一言には隠れています。ブラス

バンド部の子ども達の中には、部活だけでなく休み時間にも地道な練習の積み重ねていた人もいま

す。そして、全体練習でその練習で磨いてきたそれぞれの楽器の演奏を全員で合わせるのです。 

納得のいくまで取り組んだ一体感がすてきなハーモニーとなり、聴いている子ども達の心を動かし

ていくのだと思います。そんな粘り強く取り組んできた姿は、必ずブラスバンド部の子ども達の力

となっているのです。 

全校の子ども達には、そんな努力の大切さととともに当たり前に行うことの大切さを話しました。 

1年生の正しい姿勢で朝の会をきちんと行っていることを例に、先月の全校朝会で伝えた姿勢を正

すこと、文字を丁寧に書くことを実践する大切さを話しました。すると、聞いている子ども達の姿勢

も自然と伸びてきます。さいふ耳で聞くこともできてきます。このように言われたことをきちんと

行おうとする姿が大切なのです。 

そんな子ども達に「ABC大作戦」の話を伝えました。「ABC大作戦」とは…。 

 

『（A）当たり前のことを（B）ばかにせず、ぼんやりせず、（C）ちゃんとやる』ことなのです。 

 

姿勢を正す、文字を丁寧に書くだけでなく、挨拶をする、返事をする、話をしっかり聞く、人に優

しくする、掃除を丁寧に行う、お手伝いをするといったことも子ども達に身につけてほしい態度で

す。さらには学習面でも、宿題を行う、自分の考えをきちんと伝えるなどにもつながっていきます。 

なかなかすべてできる人はいませんし、ひとり一人できていること、できそうなことは違います。 

しかし、誰にでも当てはまるのは、ばかにせず行おうとする姿が大切な

ことなのです。よく子ども達の話すフレーズに「面倒くさい」とか「あい

つもやってない」とか「聞いてない」などが多く耳にすることがあります。

やるべきことをやらないで正当化しようという気持ちもわかります。しか

し、それは長い目で見るといいことは一つもないのです。 

1 年生のうちから音読やドリル学習を欠かさず行ったり、ブラスバンド

部の子ども達のように休み時間にも練習を重ねたりすることが基礎的な

力となるように当たり前のことをきちんと行おうとする気持ちを少しず

つ身につけてほしいと思うのです。朝会の後、とある学級で担任の先生が姿勢を正すことを話すと

すかさず子どもから「ABC大作戦だね。」と返事があったそうです。しっかり聞き、意識している

姿にうれしさを感じる一幕でもありました。 

この 11月私たち教職員も ひとり一人の、できるできたという気持ちや行動を中長期的な目で見

ていきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。 

１１月号 №８ 令 和 ７年 １０月 ３１日 

松戸市立常盤平第二小学校 

校 長  保 坂  和 志  



 

 

 

日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 行事予定

3 月

4 火
全校朝会

１・６年 ２・４年１組兄弟学級遊びの交流会

（ロング昼休み）

5 水
４年校外学習

水曜日特別日課

6 木
委員会

ＳＣ来校日

7 金 千教研③

8 土
土曜参観日

保護者説明会１１：２５～

10 月

11 火
教育相談日

読み聞かせ（１～３年・５組）

12 水

水曜日特別日課全校５時間

③④２年生町探検

３Ｄスコリオ二次検診

学校選択制申込（１２日～１８日）

13 木 林間学園①

14 金 林間学園②

17 月

18 火

４時間日課

読み聞かせ（４～６年）

学校選択制締切日

松戸市小中学校合同引き渡し訓練

19 水 水曜日特別日課全校５時間

20 木

21 金

24 月

25 火

５時間日課

読み聞かせ（１～３年・５組）
３・５年　２・４年２組兄弟学級遊びの交流会

（ロング昼休み）

26 水
水曜日特別日課

③④６年　キャリア教育

校内図工作品展～２８日

27 木 ＳＣ来校日

28 金

振替休業

文化の日

振替休日

１４：００引き渡し開始

【１２月の主な予定】 

２日（火）持久走記録会 ９日（火）４年～6年読み聞かせ、 

１６日（火）5時間日課、1年～3年・5組読み聞かせ   １８日（木）～２２日（月）短縮日課 

１８日（木）学級懇談会 １９日（金）給食最終日  ２３日（火）終業式   

 

    

網掛け部分は、 

通常の時間と変更があります 

８日（月）教育相談日 １８日（木）SC来校日 

HPでは、 

下校時刻は削除してあります。 



１．卒業式、入学式の日程が決まりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．特別支援学級（知的）の開設について 

 ○ 子ども達の多様な学びに対応するため、令和 8年度 特別支援学級（知的）の新設を予定し 

ています。ご質問ご相談のある方は、本校教頭まで連絡ください。 

常盤平第二小学校 ℡ ０４７－３８６－１３３１ 

３．感染症が流行っています。 

 ○ 市内近隣校では、インフルエンザや新型コロナ感染症が流行っています。 

   体調が優れないときは無理せず、休ませ、医療機関の診察をお願いします。感染症と診断され

たときは、医師の指示に従ってください。（発症日を0として5日間出席停止扱いとなります） 

４．寒さ対策をお願いします。 

 ○ 寒くなるとフードを被ったりポケットに手を入れたりして登校してくる児童が見られ

ます。転んでしまうことや脇から来る自転車等に気づかないこともあります。ときに大きな

ケガにつながります。実際に事故につながったケースもありました。 

    ※ 手袋や帽子、ネックウォーマー等の活用をおすすめします。 

５．「学校選択制」希望受付について 

 ○ 期日 オンライン申請 １１／ ５（水） 午前 9時～ １１／１８ 午後 5時 

   窓口       １１／１２（水） ～ １１／１８（火） 土日祝を除く 

             ８：３０～１７：００ 

○ 場所   松戸市教育委員会 ４F学務課 

○ その他 ・詳細は過日配付した令和 8年度新入学 学校選択制のお知らせをご参照ください 

・入学通知書に記載された中学校以外の学校を希望される方が対象です。 

・期限を過ぎると選択希望ができません。余裕をもって申請してください。 

 令和７年度末及び令和８年度始めの行事について 
松戸市教育委員会より通知がありましたので，お知らせいたします。 

 小学校 中学校 

令和７年度  

卒業証書授与式 
３月１７日（火） ３月１２日（木） 

令和７年度 修了式 ３月２４日（火） 

令和８年度 始業式 ４月 ６日（月） 

令和８年度 入学式 ４月 ９日（木） 

  

○ 明るい選挙啓発ポスター作品コンクール 

入選  ６年      さん 
 

 



10.2,3  いよいよ、読書の秋です。 

「読書でビンゴ」の紙を持って貸し出しカウンターに列ができています。読み終わった子は、図書委

員会のお兄さんにスタンプを押してもらっています。黒板には、プレゼント用のしおりが貼ってあ

るのも、子ども達の心を刺激しています。どれがほしいの？と尋ねるとみんな思い思いのしおりを

指さしてくれます。 たくさんの本に親しんでほしいと思います。 

図書室の前を通ると「先生がおすすめする本 ベスト３！」の展示物が所狭しと華やかに飾られて

います。この展示物には学校図書館専門員の元田先生が子ども達に本の楽しさを感じてほしいとい

う思いがあふれてますね～！ 

休み時間になると多くの子ども達が担任の先生のベスト１の本を探しています。 

すると女の子が「これ、去年もらったんだ～♪」とすてきなしおりを見せてくれました。 

今日から図書委員会の『読書でビンゴ』の取組が始まりました。低中高学年でビンゴのプリントは違

います。 

まずは、図書室で１６マスのビンゴのプリントをもらいます。 

そして、動物が出てくる本、昔話、先生おすすめの本、戦争の本、科学に関する本、歴史、教科書に

出てくる本などマスにあるテーマに合う本を借ります。読み終わったらビンゴプリントに本の名前

を書いて本を返します。その時に図書委員や先生にスタンプを押してもらうのです。 

１列(４冊）そろったら、ビンゴ！ しおりが１つもらえます。 

昼休みには、「もう１つスタンプもらった～！」という子たちも。 

今日は１，２年生が校外学習のため、ちょっとすいてます。その空いているテーブルで図書委員さん

がプレゼントするしおり作りに精を出してます。 

多くの子ども達がすてきな本の世界を楽しんでほしいのです。 

10.14    学校にはいろいろな教室があります！ 

 

 

子ども達の中にはいろいろな困り感を持った子ども達がいます。 

「日本語がわからない」「勉強がわからない」「正しく発声ができない」「コミュニケーションがとれ

ない」「身の回りのことが一人でできない」「手足、目、耳など身体のことで心配している」「教室に

入りづらい」「言葉がつまったり、出にくかったりする」「人がいっぱいいると落ち着かない」 

いつの時代でもどんな子にも困り感はあります。自分で乗り越えていける場合もありますが、サポ

ートが必要な場合もあります。 

そのような子ども達のニースに少しでも対応できるように・日本語ルーム・支援学級（５くみ）・サ

ポートルーム・言葉の教室があります。 

子ども達のことで心配なことがありましたら、担任の先生や教頭まで相談ください。 


